


























東勝神州傲来国花果山の頂上にある巨石が生んだ石の卵から生まれた石猿は、滝壺 奥に 「花果山水簾洞」 なる石
碑の立った別世界を発見し、ここに猿の国を築いて「美猴王」を 乗り四五百年を安楽に暮らしていたが、ある日、死の恐怖を覚えてふさぎ込む。不老不死 術を学ぶべく修行 旅に出た石猿は、
須しゅぼだい
菩提祖師なる仙人に入門し孫悟空
という法名をもらう（以上、第一回） 。六、七年修行した悟空に対して、祖師は正しい悟りのための様々な「門」を開示するが、不老不死を求める悟空は、そ いずれも学ばぬと拒否して祖師の怒りを買う。そのくだり 訳文で示す（以下、本稿の引用文中の傍線はすべて引用者 よるものである）
*2。



















懼、皆怨悟空道、 「你這潑猴、十分無状、師父伝你道法、如何不学 却与師父頂嘴、這番衝撞了他、不知幾時纔出来呵」此時倶甚報怨他、又鄙賤嫌悪他。悟空一些児也 悩、只是満瞼陪笑 老猿聡明。原来那猴王他打破盤中之謎、暗暗在心、所以不与衆人争競 只是忍耐無言。師父到底打市語 祖師打他三下者 教他三更時分存心、
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まず、宋代の禅宗史書以降の三打三更説話として注目されるの 著名な戯曲 『西廂記 である。これは、唐元稹
一〇
― 175 ―




















































孫悟空の偽物が登場し、如来がその真贋を識別する くだりが る。如来は偽物を指して、こ を「六耳獼猴」と呼んだ。この「六耳獼猴」について、中野美代子氏訳注岩波文庫版『西遊記』の後注に次のようにある
*21。















　「六耳不同謀」は『大漢和辞典』にも立項されており（二巻五九頁） 、 「原義は、六つの耳、即ち三人では秘密を保って計略をなしとげることのむづかしいことをいふ。転じて、 禅家において 彼の馬祖が洪州泐潭法会禅師の未だ道を悟らぬのを喝し、特に耳をひっぱって、耳の学問の役に立たぬことを教へた語。 」として、先の『五灯 元』巻三の箇所を引用している。これによると 禅宗史書以前に「六耳不同謀」 いう言葉が流布していたか ごとくである。
『漢語大詞典』第二巻（二九頁）には、 『五灯会元』の当該箇所の他に、元関漢卿『胡蝶夢』第二折の「豈不聞三人誤大事、六耳不通諜」と、元無名氏『謝金吾』楔子の「這的是六耳不通諜」が挙げられている。　
さらに「六耳」は、 『西遊記』第二回にも「悟空道、此間更無六耳、止弟子一人」と見え、ここでは第三者を指す





されていた言葉を利用したと考え ほうがより自然であろう。なお 同じくユー氏の指摘にある「法 伝六耳」については、諺集や日用類書の類を検索するも管見に入らなか た。　
さて、 「三更棗」 「六耳」という僅か二つの例ではあるが、禅宗史書に発すると思しき言葉が、広く戯曲などに使


























































れた結社」で「その起原は清初」にあり、 「青幇は達摩を初祖とし六祖慧能までをそのまま自分たちの祖師譜に組み入れて、 構成の精神的支柱としている」という。吉岡氏は、青幇の教典と『達磨宝巻』との語句の一致を根拠として、両者の「密接な関係」を指摘した後、そうした現象の背景として、 「清初以来の羅教徒 活動は無視できない」 される。これをふまえて、 「 『五祖黄梅宝巻』もまた青幇 動向と無関係とは言えぬかもしれない」との推測も提示されてい
*28。
























































































































































ということだけではなく、思想的にも近しい部分が見られるのであるが、これはどちらか一方が他方へ影響を及ぼした ようなものではなく、禅宗的思想と関係が深く「三教一致」を説くようなある種の思想を、両者が相互に取り込んでいる 考えられ、その思想こそ、羅祖を始祖 する羅教のごときものと考えられるのである。　
羅祖の出生年代について塚本善隆氏は、デ・ホロート氏の一六四七年羅祖八十四歳涅槃説
*48などに批判を加え、密
蔵禅師道開の『蔵逸経書標目』により、明 正徳年間（一五〇六―一五二一）の出生であ と述べ れたのは重要な指摘であったが
*49、理髪業仲間に見られる「羅真人（羅祖） 」信仰は、永楽六年（一四〇八）以前に溯るという、前














では本稿で取り上げた三打三更説話を記すような宝巻、いわば「六祖宝巻」は存在するのであろうか。 『五祖黄梅宝巻』の実在を考えれば、 「六祖宝巻」があっても不思議ではないが、現在刊行されてい 宝巻の資料叢書や目録類を検索するに、 「六祖宝巻」の現存は確認できなかった。　
しかし、明羅清『巍巍不動泰山深根結果宝巻』第二十四「受持神鬼耳報知人好歹来品」に当時流行の多数の宝巻が




巻』に、 『西遊記』が引用されるその背景として、 『西遊記』と羅教思想との関わりを子細に検討する必要があるだろうし、慧能の三打三更説話 明刊『西遊記』に取り込まれ利用される経緯についても、宝巻などを媒体とした、羅教あるいはその周辺の思想との何らかの繋がりがあると考えられるの ある。　
本稿の考察をまとめると、明刊 西遊記』第二回における、須菩提祖師から孫悟空への伝授の場面で使用される
三打三更説話は、宋代禅宗史書『五灯会元 （典拠は『天聖広灯録』 ）や流布本『六祖壇経』での、五祖弘忍から六祖慧能への伝法の場面の趣向をその源流とするも であり、諸資料の比較から、こ 説話の発生は十世紀中頃から十一世紀中頃までの間に絞られることが判明した。そして、こ 説話の演変をたどると、元曲 「三更棗」として既に成句のごとく引用されていることから、早 時期に人口に膾炙して故事成語のごときものとな て たと思われる。　
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太田辰夫氏『西遊記の研究』 （一九八四年、研文出版） 、磯部彰氏『 『西遊記』形成史の研究』 （一九 三年、創文社） 、同
氏『 『西遊記』受容史の研究』 （一九九五年、多賀出版） 。*8　
中野美代子氏『孫悟空の誕生―サルの民話学と「西遊記」 』 （一九八〇年、玉川大学出版部、一九八七年に福武文庫に所
収、二〇〇二年に岩波現代文庫に所収） 、 『西遊記の秘密―タオと煉丹術のシンボリズム』 （一九八四年、福武書店、一九九五年に福武文庫に所収） 、 『孫悟空はサルかな？』 （一九九二年、日本文芸社） 、 『西遊記―トリック・ワールド探訪―』 （岩波新書、二〇〇 年、岩波書店） 、そ 他多数。詳細は岩波新書『西遊記』の「引用参考文献」を参照。*9　
ただし、中野美代子氏による最新の訳業では、 『西遊記』第二回の「訳注」で 本稿のもととなった口頭発表資料により
拙案が紹介されている。同氏訳『西遊記（一） 』四一二頁（ 文庫、二〇〇五年一月、岩波書店） 。*10　『五灯会元』の成立に関する先行研究としては、石井修道氏「大慧宗杲とその弟子たち（一）―『五灯会元』の成立過程と関連して―」 （ 『印度学仏教学研究』一八―二、昭和 五年三月） 、同氏「宋代禅宗史の特色―宋代の灯史の系譜をてがかりとして―」 （ 『東洋文化』八三 二〇〇三年三月） 、椎名宏雄氏「宋元版禅籍研究（一）―『五灯会元』―」 （ 『印度学仏教学研究』二五―一、一九七六年一二月） 、同氏『宋元版禅籍の研究』 （一九九三年 大東出版社）などを参照。
*11　『五灯会元』のテキストは、宋版を底本とする活字本の『五灯会元』 （一九八四年、中華書局）に拠る。
*12　
長嶋孝行氏「恵能伝の発想の一考察」 （ 『印度学仏教学研究』三九―一、平成二年一二月） 、同氏「恵能伝 発想の一考察
（二） 」 （ 『印度学仏教学研究』四一―一、平成四年一二月） 。*13　
駒沢大学禅宗史研究会編著『慧能研究








 附天聖広灯録』 （柳田聖山主編、禅学叢書之五、一九八三年、中文出版社再版） 。





























永井政之氏「中国仏教成立の一側面―栽松道者の話の成立と展開―」 （ 『駒沢大学仏教学部論集 二三、平成四年一〇月） 。
*29　



































前川亨氏「禅宗史の終焉と宝巻の生成―『銷釈金剛科儀』と『香山宝巻 を中心に―」 （ 『東洋文化』八三、二〇〇三年三


































 ほんとに、それでこそ大悟徹底したのです。むかし南宋の六祖恵能は最初、師 尋ねて韶州（広東省）に行きましたが、五祖弘忍が黄梅（湖北省）というところにおられると聞くと、さ そくまたそこへ行って火頭僧（料理番）になりました。五祖は法嗣を求めようと、弟子の僧たち それぞれ偈を立てて出すように申し渡されました （後略、松枝茂夫氏訳『紅楼夢（三） 』岩波文庫版五七頁） 。
　　
以下、神秀と恵能がそれぞれ偈文を提示するところまで言及し、三打三更説話には及ばないが、六祖の付法の事蹟が、才
子佳人の話題として小説に取り込まれるぐらいにまで一般化している様子がうか え
